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Dさん・女性 30歳 メール便の配達 ①めざせ☆ウェブマスターへの道（ホームページを運営しているので）
②カメラで世界を切り取ろう☆（イラストのサンプルを集めたいので）
③私と墨と芸術（習字道具を持っているので）
Eさん・男性 27歳 デイサービス ①めざせ☆バランス弁当！（料理が上手になりたい）
②めざせ☆ウェブマスターへの道（パソコンが好きだから）
③カメラで世界を切り取ろう☆（しゃしんが好きだから）
ない，すべての受講者が最大公約数的に希望するも
のを尊重し，本公開講座で扱うテーマを受講者の自
己選択と関心の重なり具合から3つのテーマを全7
回の公開講座において取り扱うこととした（表4）。
この，受講者に事前に配布した提供できる内容一
覧のパンフレットに示した内容紹介については図1
に示す。ここに示すように，「この講座で学べる内
容の例」と「学んだことを活かして何ができるかの
例」を示したものを受講申し込みを受理した段階で
受講者に郵送にて配布することで，学ぶ内容を自己
選択するという意欲を喚起しておいた。
（3）方法
対象者が「知的障害者」といってもその能力やス
キルは一様ではないため，受講者が5人という少
人数であっても，個々のニーズや障害特性に配慮し
た講座運営を心がけた。具体的には，まず，講師な
らびに講師補助学生のほかに，受講者とともに学ぶ
位置づけとなる大学生の受講生を毎回3名配置し
た。
また，各回ごとに記入する教材やプリント類はす
べて個別に作成した。たとえば，「めざせ☆ウェブ
マスターへの道」では，このテーマでも受講者によっ
て，知りたい・学びたいニーズも，情報活用に関す
る個々のスキルや知識も異なることが予想されたた
め，「めざせ☆ウェブマスターへの道」の1回目を
おこなう前に，個に配慮された事前ワークシートに
おいて，受講者の興味関心をあらかじめ把握するよ
うにした。このようにワークシートは，受講者の障
害や認知特性に配慮し，同じ質問であっても自由記
述式のもの，選択式のものなど，個に応じたものを
準備し，記入に際しても補助の学生がわかりやすく
たずねるなどの配慮をおこなった。
さらに，講座の事後には「ふりかえりレポート」
の記入を求めた。これも個に応じてフォームを変え
ている。講座時間内で記入する時間のあるときは原
則その時間内に書くが，ないときは宿題として次回
時の提出を求めた。
それに加え，宿題として3つの講座のテーマの
前に書く「自己分析シート」を各回の1週間前に
郵送し，記入を求めた。持ち物や場所内容を書いた
「次回の案内」と「宿題をやるうえでのポイント」
と「自己分析シート」とその記入見本を同封した。
この他に，講座に対する動機付けを高めるため，
各自配布される各種の資料やプリントをファイリン
グするための自分用ファイルの初回時にサンプルを
見せ，各自で用意して自由にデコレーションするよ
うに指示したり，初回時に各人の写真を撮り，2回
目の最初に「学生証」を作成して配布するなどした。
また，受講者の条件にもあるように受講者は全員
が携帯電話を有しているため，講師からの連絡，受
講者からの講義のことやふりかえりワークシートに
ついての質問応答に資するため，携帯電話のメール
も講義を円滑に進めるための手段として随時活用し
た。
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表4 講座の日程と内容
日にち 内容
第1回 5月11日（金）
オリエンテーション／プレゼンっ
てなーに？
第2回 5月25日（金）
めざせ☆ウェブマスターへの道第3回 6月1日（金）
第4回 6月8日（金）
第5回 6月15日（金） レッツ☆ボディーパーカッション
第6回 7月13日（金）
大人の喫茶入門♪
第7回 7月20日（金）
番外編 10月20日（土）
学びを活かして
大人の喫茶入門♪
図1 講座内容例の紹介パンフレット抜粋
Ⅲ．取り組みの結果
（1）第１回「プレゼンってなーに？自分の考え
を伝えよう」
本公開講座では，単に知識やスキルを得たり体験
するだけでなく，感じたり考えたりしたことをみん
なに紹介するということも重要視していた。これは，
広汎性発達障害をはじめとする発達障害者はとりわ
け自分の気持ちを他者に伝えることが苦手であるこ
とが多いことから意図的に取り入れておこなった。
第1回では，最初に各自，公開講座の申し込み時
に記入し提出してもらっていた自己紹介シートをも
とに自己紹介をした。
続いて，講座概要と日程について講師が説明した
のち，特に，時間を守る，課題がある，講座（授業）
も自分で選ぶという点など，「大学という場」での
学びの特徴について説明した。
その後，この初回におけるメインの活動となる，
この後6回分の講座内容を決定した。そのために，
まず各自で「プレゼンおたすけシート」を記入する
こと通じて自分が特に受講したい内容を1つ選び，
その理由とともに記入した後，一人ずつ全員の前で
プレゼンテーションをおこなった。その後顔を伏せ
て挙手にて1つだけ希望をきいた結果，最終的に
「めざせ☆ウェブマスターへの道」（3回分），「レッ
ツ☆ボディパーカッション」（1回分），「大人の喫
茶入門」（2回分）という3つのテーマを決定した。
（2）第2～4回「めざせ☆ウェブマスターへの道」
公開講座の第2～4回は，「めざせ☆ウェブマス
ターへの道」と題して，パソコンを用いた便利機能
やSNSの利用について学んだ。まずウェブやメー
ルに潜む危険性やマナー講座をおこなった後，「画
像検索機能」や「ブックマーク機能」，「mixi」・
「Facebook」・「ブログ」といったSNSなどから興
味のあるものを自分で選び，その楽しみ方をマスター
すべく講座に臨んだ。講座中は，受講生一人につき
一台のパソコンを学生とペアで実際に使用し，ウェ
ブの楽しさを自分の手で繰り返し体験していった。
最終日には自分の選んだ機能やSNSについてプレ
ゼンをおこない，まとめとした。
この「ウェブ」というテーマは，受講者全員が第
一希望に挙げていたほどニーズが高いものの，楽し
さの反面，多くの危険性も孕んでいるため，特に準
備の段階から講師と学生でのミーティングを繰り返
しおこなった。また，受講生一人ひとりの興味関心
やウェブに関する知識も大きく異なる中で，どのよ
うに講座を進めれば全受講生の満足を得られる講座
になるか，という点が非常に難しかった。
ただ単に知識やスキルを「与える」「押し付ける」
だけでは意味がなく，「自分なりに楽しく使い続け
られる」という般化と継続を目指して，また，やっ
てみて，「今の自分には必要ないわ」ということが
わかる，それもひとつの自己選択・自己決定の姿で
あると考え，講座に取り組んだ。このテーマでの3
回の講座だけでは果たして日常生活に根付くところ
までは十分ではないものの，受講者にとって「知っ
て，選ぶ」ためのきっかけや手立てになったものと
思われる。受講者の中には，mixiにおいてパソコ
ンの描画ソフトで自分で描いた絵を投稿し，学生は
もとよりオンライン上の友人から評価を受けるよう
な活用へとつながっていたものもみられた。
（3）第５回「レッツ☆ボディーパーカッション」
公開講座第5回は，ボディーパーカッションに
挑戦した。練習に取り掛かる前に，まずは体で音を
出す方法や楽譜の見方を身に付けるために，体やリ
ズムを用いたゲームをおこなった。ゲームでは，最
初はぎこちなかった身体の動かし方がみるみる上達
し，受講生たちは楽しく基礎練習に取り組むことが
できた。
その後，事前アンケートで人気だったアイドル
「AKB48」の「ヘビーローテーション」を課題曲と
し，2グループに分かれて練習をおこなった。基礎
練習のゲームで練習をした「赤丸＝手拍子」「青丸＝
足踏み」のマークを用いたオリジナルの楽譜を用い
て，受講生の意見も取り入れつつ練習をおこない，
決めポーズも受講生たちに考えさせた。
発表は2グループ合同で，数人の観客を前にお
こなった。緊張した面持ちだった受講生たちも，音
楽が始まると笑顔で身体を動かしており，アンコー
ルではアドリブのポーズを決める者もいた。
音楽に合わせて身体を動かす楽しさ，みんなでひと
つのものを作り上げる喜び，大人になるとなかなか経
験できない時間を過ごすことができた講座となった。
（4）第6，7回「大人の喫茶入門♪」
第6，7回は，「大人の喫茶入門♪」というテー
知的障害者を対象とした生涯学習の場としての大学における公開講座のあり方に関する検討
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マで，コーヒーの歴史や，おいしいコーヒーのいれ
方について学んだり，自分のお気にいりコーヒーを
作ってプレゼンをしたりした。
第6回では，パワーポイントを使って，コーヒー
の知識や歴史をクイズで学んだ。また，コーヒーの
飲みすぎによる影響についても学んだ。その後は，
缶コーヒーやインスタントコーヒーなど身近なコー
ヒーを飲み，味や，かおりなど，自分の好みを5
つ星で評価した。コーヒーという嗜好品を真剣に味
わいとらえなおす機会となった。
第7回では，まず「缶コーヒーの味を再現して
みよう」というテーマのもと，缶コーヒーのなかに
砂糖がどれだけ入っているかを当てるクイズをおこ
なった。実際に砂糖の量を受講者に見せ，それを入
れたものを飲み比べをしたが，受講者たちは自分が
思っている以上に，砂糖がたくさん入っていること
に驚いている様子であった。
その後，「自分のお気に入りコーヒーを作ろう」
ということで，ミルやコーヒーメーカーといった機
材，キャラメルソース，生クリームなどのトッピン
グを用意し，みんなで自分だけのオリジナルコーヒー
を作った。そして最後に，自分のコーヒーについて，
プレゼンをおこない，まとめとした。
この講座では，「コーヒーをいれて，みんなでお
しゃべりするのが楽しかった」や「コーヒーの飲み
方やブレンドのちがいをもっと深く知りたい」とい
う感想があげられた。
全7回の講座の最後に，学長名入りの修了証と
富山県県民カレッジの単位認定証を受け取り，受講
者は大学での学びを満喫したようであった。
（5）番外編「学びを活かして」
「学びを活かして」とは，全7回の講座終了後に，
講座で学んだことや体験したことを実際に体験し，
学びを深めるものである。具体的には，受講者に第
2～7回の講座内容（第１回の講座は，「プレゼンっ
てなーに？自分の考えを伝えよう」のため省く）の
なかで，もう一度学びたい・やってみたい講座を選
んでもらい，もっとも投票数が多かった講座の「学
びを活かして」をおこなうこととした。どの講座内
容の「学びを活かして」をおこなうかについては，
7月20日（金）の第7回の講座後に受講者5名，コー
ディネーター3名，ピアサポーター3名にて話し
合いをおこなった。話し合いはコーディネーターが
中心となって進めた。まず，コーディネーターが
「学びを活かして」についての説明をおこない，そ
のうえで「学びを活かして」をおこなうかおこなわ
ないかの選択・決定をおこなった。その結果，受講
者とピアサポーターの全員が「おこなう」という選
択をしたため，実施することとした。次に，どの講
座内容の「学びを活かして」をおこなうかについて
話し合い，受講者とピアサポーターに，もう一度学
びたい・やってみたい講座内容を2つ選んでもらっ
た。それを受けて，もっとも希望が多かった「大人
の喫茶入門♪」の「学びを活かして」をおこなうこ
ととなった。
後日受講者には，3つの講座内容それぞれの「自
己分析シート（事後）」や「富山大学公開講座アン
ケート」，第7回「大人の喫茶入門♪」の回の「振
り返りレポート」，返信用封筒，「学びを活かして」
の簡単な案内を郵送した。
そして，全講座終了の約3か月後に，「学びを活
かして」の日程の案を示し，メールにて，受講者全
員が参加可能な日に決定した。
日時は10月20日（土）19時から20時30分，場所
は駅近くの公園にある喫茶店でおこなった。参加者
は，受講者5名，コーディネーター3名，ピアサ
ポーター3名であった。具体的な内容としては，
「自分のお気に入りのコーヒーを飲みながら，公開
講座を振り返っておしゃべりをしよう」であった。
当日は，自分のお気に入りのコーヒーや好きな味
やトッピングのコーヒーを注文する受講者の姿がみ
られた。また，ある受講者は自分のノートに，講座
で学んだ「味」や「かおり」などのコーヒーを評価
する5つの視点とそれぞれの評価（5段階評価）が
書いてあり，「いつも（コーヒーを飲む時は）書い
ている」と発言していたことから，講座での学びを
活かしていると思われた。
座談会では，本講座を受講した理由や，楽しかっ
た講座について，次やってみたいことなどについて
の話が出た。ある受講者は，「大人の喫茶入門♪」
の講座が印象に残っているようであり，「キャラメ
ルマキアートがお気に入り。家でも作る」と発言し
ていた。同様に「大人の喫茶入門♪」が楽しかった
と発言した別の受講者は「こんなふうにみんなでコー
ヒーを飲みにくるのも楽しい」と発言していた。次
にやってみたいこととしては，「旅行」や「スポー
ツ」，「外国文化について学ぶ」などさまざまな案が
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出て，受講者からは「学びたい」という意欲が見受
けられた。どの受講者からも「楽しかった」，「また
受講したい」という声が聞かれ，講座に対する満足
感や次への意欲をもっていることがうかがえた。
Ⅳ．おわりに
本研究では，富山大学における知的障害のある人
を対象とした公開講座において，個々のニーズに応
じた公開講座を実践した。その実践をもとに，知的
障害のある人を対象とした大学の公開講座のあり方
について，「方法」と「内容」という2つの視点か
考察をおこなうこととする。
1．方法について
今回の実践をとおして，「受講者一人ひとりに対
するオーダーメイドな講座づくり」が個々のニーズ
に応じた講座づくりを進めるうえで重要であること
が明らかとなった。今回，受講者の能力やスキルが
一様ではないことをふまえ，ピアサポーターを配置
したり，教材やプリント等は個々に応じて作成した
りするということをおこなった。「めざせ☆ウェブ
マスターへの道」では，受講者一人ひとりの興味関
心やウェブに関する知識や能力，ウェブの利用環境
をふまえたうえで，全員が満足できるような講座づ
くりをおこなった。ある受講者は事前の自己分析シー
トで「もじをうつのがむずかしいです（原文ママ）」
と書いていたことから，当初は想定していなかった
「タイピングの練習」を講座内で取り入れたり，あ
る受講者は講座終了後も「mixi」を活用して自分
の描いた絵をアップしていたことからも，受講者一
人ひとりの興味関心やニーズ，実態等をふまえて講
座づくりをしていくことが受講者の満足感につなが
るといえよう。
このようにして，受講者一人ひとりに対するオー
ダーメイドな講座づくりをおこなうためには，受講
者の人数の設定や，丁寧なアセスメントをおこなう
こと，講座に参加する者の共通理解などが必要だと
考えられる。
一方，方法に関する課題としては2つ挙げられる。
第1に，「講師がその講座の専門家ではなかったこ
と」が挙げられる。今回，受講者が知的障害のある
人ということから，知的障害のある人にとっての学
びやすさやわかりやすさを重視し，特別支援教育等
を専門とする大学教員が講師を務めた。しかしなが
ら，今回の方法では，知的障害のある人についての
専門性は保障されていたと思われるが，講座内容の
専門性については少し疑問が残る。今後は，特別支
援教育等を専門とする大学教員や学生と講座内容を
専門とする大学教員とが連携して講座づくりをおこ
なっていくことが必要だと考えられる。第2に，
「1講座あたりの時間が足りず，活動内容を変更し
たり講座を延長することが多々あった」ということ
が挙げられる。今回，1講座あたりの時間を90分と
設定していたのだが，多くの講座において想定して
いたよりも時間がかかってしまい，活動内容を変更
したり，講座を延長したりということをおこなった。
今後は，1講座あたりの時間を検討し，時間を長く
するということも視野に入れながら方法を考えてい
く必要がある。
2．内容について
受講者の満足感を支えるものとして，「受講者の
講座内容に対する希望を反映すること」と「講座で
扱ったことを実際に経験したり，ふりかえったりす
る場をもうけること」が重要であると考えられる。
受講者の講座内容に対する希望をもとに講座内容を
決定したことで，受講者の満足感が高まっていたと
いえよう。また，「学びを活かして」にて，「こんな
ふうにみんなでコーヒーを飲みにくるのも楽しい」
と発言する受講者がいたり，自分のノートに講座で
学んだコーヒーの評価を書いていた受講者がいたり
したことからも，講座で学んだことを実際に体験し
たり，ふりかえって共有したりすることも重要であ
るといえよう。
一方，内容に関する課題としては，「提供される
講座内容の選択基準の検討」が挙げられる。今回予
め受講者に提示した11の講座内容は，知的障害の
ある成人の方の「学びたい」というニーズや興味関
心が想定されるものという基準でコーディネーター
が決定したという経緯がある。今後は，一般的にお
こなわれている公開講座の内容なども鑑みながら，
知的障害のある人の学びのニーズに応えることがで
きるよう講座内容を検討していく必要があるといえ
る。
知的障害者を対象とした生涯学習の場としての大学における公開講座のあり方に関する検討
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Ⅴ．おわりに
今回，受講者の知的障害という特性や知的障害の
ある人の生涯学習の場としての大学の公開講座の現
状などをふまえ，受講者一人ひとりの興味関心やニー
ズを反映させることや，受講者一人ひとりに合わせ
た講座づくりに重点を置き，実践をおこなった。受
講者の姿や発言からは，受講者の興味関心やニーズ
を講座に反映させることや，受講者一人ひとりに対
するオーダーメイドな講座づくりは，受講者の満足
感や意欲にもつながっているということが示唆され
た。
今後は，今回の課題をふまえ，特別支援教育等を
専門とする大学教員や学生と講座内容を専門とする
大学教員とが連携して講座をつくっていくことが必
要だと考えられる。大学というさまざまな専門的な
知識や経験をもっている人材を十分に活用しながら，
知的障害のある受講者が満足できる大学の公開講座
のあり方を今後も実践をとおして検討していくこと
が必要である。
附記
本研究は，平成24年度学部長裁量経費によって
おこなわれた。
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